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6 一 夢 の 礼 儀 作法 


@ 夢 の 中 で 好ま し いも の 、 あ る い は 届 わ し いも の を 見 た 時 の 言動 


1 一 アブ ー・ カ ター ダ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 
は 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 、 こう 言う の を 聞き まし 
た : “よい 夢 は アッ ラー か ら の も の で ある 。 ゆえに 好ま し い 夢 を 見 た な ら ば 
、 好 き な 者 以外 に は その こと は 語っ て は な ら な い 。 そ し て も し 悪夢 を 見 た な 
ら ば 、 ア ッ ラ テラー に その 悪 と シャ イタ ー ン ( 黒 魔 ) か ら の 悪 に 対す る ご 加護 を 
を い 、3 回 嘘 を 吹く の だ 。 そ し て それ を 誰 に も 話し て は な ら な い 。 そ うす れ ば 
その 暑 夢 は 彼 を 害する こと は な いで あろ う 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 り 








2 一 アプ アー・ ザ イー ド * ア デル テー ンド リー (後に デッラ テー の ご 満 憶 あれ) 
は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が この よう に 言 
0 を 見 だ が なら 。 それ は アッ ラー 0 
で ある 。 ゆ え に そ れ に 関し て アッ ラー を 讃え 、 そ の 夢 に つい て (人 に 
が よい 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 う 








3 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 悪 夢 を 見 た ら 、 左 
側 に 向かっ て 貴 を 3 回 吹く の だ 。 そ し て アッ ラー に 、 シ ャ イタ ー ン に 対す る ご 
加護 を 3 回 究 う が よい 。 そ し て それ まで と は 逆 向 き に 寝よ 。」 ま た 別 の 伝承 に 
は こう あり ます : 「 吉 夢 を 見 た ら 、 起 き て 礼 振 する の だ 。」 (ムスリム の 伝 
承り 


珍 正夢 を 喜ぶ こと : 


1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ (私 
と いう ) 最後 の 預言 者 性 の 後に は 、 ア ルル テス バッ シテ ラー ム (喜ば し い 知 ら せ 
を 運ん で くる も の ) し か (物事 の 圭 妙 さや 謎 や 未知 の 事 を 知ら せ て くれ る も 
の は ) な い 。 ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : 「 志 レミ モス バッ シテ ー ム と は 何で 
52 の この am の ロリ の 
テーブ プ ハー リー の 伝承 ) 








2 一 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 正 し 
き 者 の 見 る よき 夢 は 、 預 言 者 性 の 46 分 の 1 に 相当 する 。」 (アル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 ) 








サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7044) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2261) 。 文章 は アル レル テ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7045) 。 

サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2262、2263) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6990) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6983) 、 サ ヒー ブフ ・ ム スリ ム (2263) 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 


gm ま oo ko ロ 


に 眠り に お ける 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 
夢 : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 私 の 名 (ムハンマド ) を 
も っ て (あな た 方 の 子 ら を ) 名 付け て も よい が 、 私 の クン 了 チ 
? で も っ て 呼ん で は な ら な い 
7。 そし て 夢 で 私 を 見 た 者 は 、 実 に 私 を 見 た の で ある 。 シャ イタ ー ン は 私 の 次 
に 変身 する こと が 出来 な い の だ か ら 。 そ し て 私 に 対し て 故意 に 嘘 を つい た 者 
は 、 地 狂 の 業火 に 住ま わせ る が よい 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承り 





() 夢 の 中 で シャ イタ ー ン (時 魔 ) が いた ずら する こと を 人 に 話さ 
な いこ と : 


ジャ ー ビ ル ・ プ ブン ・ ア ブ ド ッ ラー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 
来 て 、 言 いま し た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 夢 で 自分 の 首 が 切ら れる の を 見 た 
の で す が 。” する と 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 笑い 、 
こう 言い まし た : “あな た 方 の 夢 の 中 で シャ イタ ー ン が いた ずら を し た ら 、 
その こと を 人 に 話す の で は な い 。” 」 (ムスリム の 伝承 う 
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訳者 注 : 人 を 「 何 基 の お 父さん 」 あ る い は 「 何 某 の お 母さん 」 と 呼ぶ 言い 方 。 ち な み に 預 言 者 ムハンマド ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の クン ヤ は アブ ー・ ア ル テ カ ー ス イム で す 。 

7 


訳者 注 : イマ ー ム ・ ア ン = テ ナ ワ ウィ ー に よれ ば 、 こ の ハデ ィ ー ス に 関し て の 学者 の 意見 は 3 つ に 分 か れる と いい ます 
。 1 つ は 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の クン ヤ 「 ア ブー・ ア ル = テ カー スイ ィ イム 」 と いう ク 
ン ヤ を 称す る こと の 全面 的 禁止 。 も う 1 つ は 、 こ の 禁止 は 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
の 存命 期 に 限定 され た も の で 、 彼 の 死後 は 全面 的 に 許さ れる と いう 意見 、 そ し て も う 1 つ は 、 名 が ムハンマド と いう 
者 に 対し て この クン ヤ を 称す る こと の 限定 的 禁止 と いう も の で す (アン テニ ナ ワ ウィ ー 著 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 解 釈 よ 
り )c 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (110) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2134, 2266) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

9 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2268) 。 


























